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音声認識に代表される情報系列の認識間題は工学的に非常に輿味深い分野であり､その

多くの場合において､入力系列xT - (Ⅹ1,Ⅹ2,Ⅹ3,･･.,ⅩT_1,ⅩT)から出力系列yT - ( yl,y2,

y3,...,yT_1,yT)へのﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを,情報系列ﾃﾞ-ﾀから教師付きで学習する間題としての

走式化が可能である｡本論文では､種々の間題を-般の情報系列認識間題として統-的に

扱う視点に立ち､ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ性能､及び認識性能を向上させるための枠組みとｱﾙｺﾞﾘｽﾞ

ﾑについて述べるとともに､これらを擬似的に合成したﾃﾞ-ﾀと実際の音声ﾃﾞ-ﾀを用い

て評価した結果を示す｡

ﾘｶﾚﾝﾄﾆｭ-ﾗﾙ･ﾈｯﾄﾜ-ｸ(RNN)は､従来のﾆｭ-ﾗﾙ･ﾈｯﾄﾜ-ｸに対

して情報系列を取り扱うのに適した構造を持たせた強力なﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ手法であり､これに

より時刻tまでに与えられた全ての入力情報に対する出力情報出現確率P(ytlxl,Ⅹ2,...,Ⅹt)
が推走可能である｡本論文の前半部では､基本的なRNNを以下に示す通り様々に拡張し

たものについて述べる｡

a)双方向ﾘｶﾚﾝﾄﾆｭ-ﾗﾙ･ﾈｯﾄﾜ-ｸ(BRNN):最終時刻までの仝ての入

力情報に対する出力情報出現確率P(yt暮xT)を推走可能とするものであり､単峰形関

数に基づく回帰､及び識別間題に適用可能

b)拡張BRNN: P(yt[yt_1,yt_2,･･･,yl,XT)をﾓjl'1)ﾝｸﾞすることによって､出力情報系

列の出現事後確率P(yTIxT)を直接推走可能とするもの

c)多峰形の分布に従う入力情報に対して､ある出力情報系列の条件下での出硯確率

P(Ⅹt[yT)を､隣接する入力情報Ⅹt,Ⅹt+1が互いに独立と仮定して推定するBRNN

d) c)の拡張として､隣接入力情報間に独立性が仮走できない場合に､ P(Ⅹtl xt_1, Ⅹt_2,

-,Ⅹ1,yT)をﾓjl.1)ﾝｸﾞすることによって､ P(ⅩTlyT)を近似なしに推走可能なBRNN

また､本論文の後半部では､最も確からしい単語系列を高速に､かつ少ないﾒﾓﾘ量で

探索可能な､音声認識用one-passｽﾀｯｸﾃﾞｺ-ﾀﾞについて述べる｡本ﾃﾞｺ-ﾀﾞは､任意

次数のN-gram言語ﾓﾃﾞﾙ､及び単語境界音素環境も考慮した任意次数の音素環境依存音

響ﾓﾃﾞﾙが使用可能で､硯在広く用いられている日本語新聞ﾃﾞｲｸﾃ-ｼｮﾝﾀｽｸでの

評価により最高ﾚﾍﾞﾙの性能が示された｡
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